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第７回徳島医学会賞受賞者紹介
徳島医学会賞は，医学研究の発展と奨励を目的として，
第２１７回徳島医学会平成１０年度夏期総会（平成１０年８月
３１日，阿波観光ホテル）から設けられることとなりまし
た。年２回（夏期及び冬期）の総会での応募演題の中か
ら最も優れた研究に対して各期ごとに大学関係者から１
名，医師会関係者から１名に贈られます。
第７回徳島医学会賞は次の２名の方々の受賞が決定い
たしました。両名の方々には第２２４回徳島医学会学術集
会（冬期）授与式にて賞状並びに副賞（賞金１０万円及び
記念品）が授与されます。
尚，受賞論文は次号（１２月２５日発行予定）に掲載いた
します。
（大学関係者）
さわ だ かずひこ
受賞者氏名：澤田和彦
生 年 月 日：昭和４２年１月２４日
出 身 大 学：横浜市立大学
所 属：徳島大学医学部解剖
学第２講座
研 究 内 容：小脳性運動失調の発
症機構に関する研究
受賞にあたり：
この度，上記研究が第７回徳島医学会賞を頂くことと
なり，関係の諸先生方に厚く御礼を申し上げます。
解剖学第２講座では，種々の環境因子や遺伝因子に
よって引き起こされる中枢神経系発達障害の成立機構に
ついて研究を進めています。平成８年２月に着任以来，
私は遺伝子変異によって引き起こされる小脳性運動失調
の発症機構をミュータントマウスを用いて調べています。
遺伝子変異によって起こる神経疾患は数多く報告されて
いますが，その発症メカニズムは複雑で，ほとんどの疾
患で解明されていません。今後，小脳性運動失調をはじ
め，種々の遺伝性神経疾患の発症機構の解明を目指し，
研究を続けていく所存ですので，御指導御鞭撻のほどよ
ろしくお願い申し上げます。
最後になりましたが，終始御指導，御助言を賜りまし
た福井義浩教授，ならびに共同研究者の諸先生方に深く
御礼を申し上げます。
（医師会関係者）
や ぎ けい こ
受賞者氏名：八木 恵子
生 年 月 日：昭和３７年１０月１７日
出 身 大 学：徳島大学医学部
所 属：手束病院
研 究 内 容：褥瘡に対するラップ
療法の試み
受賞にあたり：
この度は，第７回徳島医学会賞に選出していただき，
誠にありがとうございます。私は，昭和６２年徳島大学第
１外科に入局後，平成１０年から手束病院で勤務しており
ます。救急医療に携わる一方，高齢や脳血管障害後遺症
などで，寝たきりになった患者さんの診療にもあたって
おります。褥瘡治療に難渋していた矢先，食品包装用フィ
ルム（いわゆるラップ）を使った論文に出会い，追試し
てみたところ，良好な治療成績をおさめたので，今回紹
介させていただきました。どこの家庭にでもあるラップ
を使った簡単な方法であり，在宅療法も可能と思われま
す。動かず，語らずの患者さんを前にして，何を目標に，
どんな医療が提供できるか暗中模索の日々ですが，今回
の受賞を励みとして，今後も褥瘡治療に積極的に取り組
んでいきたいと思っております。どうもありがとうござ
いました。
１３７
